
 

 
 
 

 

 

 
「まち・みち再生計画」に向けたまち・みちづくり 

ワークショップを開催しました！ 

◆「まち・みち再生計画」に向けたまち・みちづくりワークショップについて◆    

平成２７年１月２９日（木）の１９時からの2時間、保土ケ谷小学校跡地のイコットハ

ウス（保土ケ谷区月見台３７－１）で23名の参加者の皆さんと意見交換を行いました。 

このワークショップは、平成 27 年度に策定を予定している、まち・みち再生計画への市

民意見反映のため、平成26年9月に開催した「旧東海道保土ケ谷宿 まち語り・みち語り

ワークショップ」（「保土ケ谷宿みちづくり通信第７号」参照）で出された意見等を、みちづ

くりのアイデアへと深めていくことを目的に開催されました。 

旧東海道という大きな軸に対し、エリアごとに発展し、生活圏を作ってきた保土ケ谷のま

ちについて、エリア別のまち歩きルートを検討することで、旧東海道に紐づいた資源や課題

を発見・再確認できました。 

◆ワークショップ（意見交換）のテーマ 
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ほ    ど    が   や  しゅく つ う し ん 

・保土ケ谷宿の歴史の変遷のレクチャ等を踏まえ、6グループに分かれて意見交換、発表を行いました。 

①保土ケ谷宿で大切にしたいモノ・コト 

②保土ケ谷宿の歴史を特徴づけるために必要な資源 

③まちの使いやすさ・交流促進に必要な取組み 

ワークショップの開催

趣旨と進め方の説明 

・開催趣旨 

・まちの変遷と構成の変化 

・ワークショップの進め方 

◆当日の進行プログラムと開催の様子 

グループ毎での話し合い  

テーマ 辻※を活かしたルート検討 

・テーマ設定 

・資源確認・補足とルート設定 

・課題出し、解決策・魅力化方策 

・ルートのコンセプト・タイトル付け 等 

話し合いの

結果の発表

とまとめ 

総

評

・

閉

会 

※辻：二つの道路が十字に交差していることに由来し、四方からの道が集まる交通の要所や交差点のことを指します。 

保土ケ谷宿“ほっと”なお話（その７）「市街地の変遷」 

旧東海道保土ケ谷宿周辺は、宿場成立以前から交通の要衝としての歴史を有し、宿場成立以降も

道筋や川筋の変更、まちの集約（屋敷移転等）が行われるなど、みちづくりと一体となってまちづ

くりが進められてきました。明治以降も、鉄道や工場、国道整備等によるまちの発展、高度成長期

の市街地の発展と駅等を中心とした人の流れなど、旧東海道に結びつく形でまちが発展しています。 

【江戸期】 

 

 

経済中心 
河岸場や帷子川、

八王子道、相州道を
利用した商業等 

政治中心 
高札場や問屋場、本陣等の役務

施設が立地  

【明治～昭和初期】 

 

 

【高度成長期～】 

 

 谷戸と商店街の発展 
谷戸の宅地充填、丘上の宅

地化の始まりによる人口増 

保土ケ谷駅から
南方向東西 
国道１号を介し

た保土ケ谷駅との
つながり 

環状１号から東西 
丘上の宅地化と旧

東海道を介した保土
ケ谷駅・天王町駅との
つながり 

工場集積に
よる近代化 
多様な工場の

集積、工場立地

に伴う商店街の
形成 

天王町駅から東西 
工場跡地のマンショ

ン化、商業施設化 

保土ケ谷宿“ほっと”なお話（その８） 

「保土ケ谷オープンヘリテイジ」（保土ケ谷区の歴史的建造物公開ウオーキング） 

平成27年 3月 14日（土）に、地域のまちづくり団体と保土ケ谷区などが連携して、保土ケ谷

オープンヘリテイジが開催されました。同イベントは、保土ケ谷区内に残る歴史的で魅力のある建

物を公開し、自由に巡って地域の歴史や風土、文化を身近に感じることができるイベントです。 

当日は延べ約６００名の方々が参加し、保土ケ谷区内の見所や魅力を味わっていました。 

市街地の変遷 

当日の様子 

相模鉄道 

帷子川 

帷子川 

旧東海道 

保土ケ谷駅 

JR 

相模鉄道 

国道16号 

国道 1 号 

保土ケ谷駅 
JR 

旧東海道 



  

 

 

  

 
         

追分～天王町駅周辺エリア 

・江戸時代だけじゃない！！まだ見ない保土ケ谷“変わらない

ものと変わってきたものを巡る散歩道” 

ワークショップで出された主な意見・提案 

旧東海道を軸としつつ東西方向に広がる下記３ゾーンを対象に各2グループの計6グループに分かれて、意見交換をしました。 

参加者の方々には、まちの魅力資源の紹介や散策ルート、散策のテーマを考えて頂きながら、下記のようなアイデアが出されました。 

保土ケ谷駅～旧東海道保土ケ谷橋工区周辺エリア 天王町駅周辺～月見台周辺エリア 

・近代の工場跡をたどる散歩みち 

・近代遺産と洋館や桜を眺める大正ロマン巡り道 

・歴史と現代をたずねる春のガッツリアスリート系コース 
（健康・マラソン） 
・高台から景色を眺める寄道・脇道・散歩道コース（散歩） 

・一度きりではない、何度も行きたくなる季節感のある散策路

（やっぱり「宿」！） 

・保土ケ谷らしい、来る人・いる人のための散歩道 

（保土ケ谷の魅力まんきつルート） 

旧東海道だけではない、地域の

現代的魅力資源や歴史の名残のあ

る名称の坂や魅力的な通りが挙げ

られ、時代の移り変わりを感じる

ルートが提案されました。 

まち歩きの起点の一つとなる天

王町駅から懐かしい時代の名残を

楽しむ「大正ロマン巡り」ルート

が提案されました。 

まちの様々な時代の歴史を楽しむ、健

康がテーマのルートと様々な道と眺めを

楽しむ散策ルートが提案されました。 

天王町駅北側の発展

の礎となっている近代

の工場の歴史が魅力資

源として挙げられ、ゆか

りのある場所を巡るル

ートが提案されました。 

保土ケ谷宿に関連する資源が改

めて地域の重要な魅力として挙げ

られ、リピーターとなるファンを増

やすためにも季節感を感じること

ができるルートが提案されました。 

地域に根付いた、保土ケ谷の魅

力や歴史や文化を今に伝える場所

をじっくりと味わう、地元ならで

はの魅力を満喫するルートが提案

されました。 


